
 

小
林
鷹
之
氏 

国
務
大
臣
に
就
任 

  

我
ら
が
習
志
野
選
挙
区
（
千
葉
２
区
）
選

出
の
衆
議
院
議
員
小
林
鷹
之
氏
が
、
去
る
１

０
月
４
日
、岸
田
新
内
閣
の
組
閣
に
お
い
て
、

「
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
」
兼
「
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
科
学
技
術
・
宇
宙
政
策
担

当
）」
に
選
任
さ
れ
た
。
小
林
氏
は
、
わ
が
隊

友
会
習
志
野
支
部
の
特
別
会
員
で
も
あ
る
。

同
氏
の
国
務
大
臣
ご
就
任
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
、
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 

＊ 

  

去
る
９
月
２
９
日
に
行
わ
れ
た
自

民
党
総
裁
選
挙
の
結
果
、
岸
田
文
雄

氏
が
自
民
党
新
総
裁
に
選
ば
れ
た
。

１
０
月
４
日
に
は
、
臨
時
国
会
が
召

集
さ
れ
首
班
指
名
選
挙
。
岸
田
文
雄

自
民
党
総
裁
が
第
１
０
０
代
内
閣
総

理
大
臣
に
選
出
さ
れ
た
。
同
日
新
内

閣
組
閣
。
そ
の
組
閣
に
お
い
て
、
小

林
鷹
之
衆
議
院
議
員
が
新
設
ポ
ス
ト

で
あ
る「
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
」、

兼
ね
て「
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
科

学
技
術
・
宇
宙
政
策
担
当
）」
に
任
命

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

次
い
で
１
０
月
３
１
日
に
は
総
選
挙
。
自

民
党
の
勝
利
の
結
果
、
１
１
月
１
０
日
に
は

第
二
次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
、
小
林
氏
は
引

き
続
き
、
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
科
学
技
術
、
宇
宙
政
策

担
当
）
に
継
続
任
命
さ
れ
た
。 

 

経
済
安
全
保
障
の
重
要
性
は
、
か
な
り
以

前
か
ら
識
者
の
間
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
自

民
党
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
勉
強
会
で
多
年

議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
と
は

多
省
庁
・
各
業
界
横
断
の
問
題
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
省
庁
の
思
惑
が
か
ら
み
、
具
体
的

な
体
制
作
り
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
新
た
に
担
当
大
臣
に
任
命
さ
れ
た

小
林
氏
に
と
っ
て
は
、
正
に
「
火
中
に
栗
を

拾
う
」
決
意
で
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
の
任

命
と
思
料
す
る
。ご
苦
労
が
目
に
見
え
る
が
、

我
ら
の
期
待
す
る
若
き
ホ
ー
プ
、
小
林
大
臣

の
今
後
の
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
す
る
次
第
で

あ
る
。 

＊  

 

１
２
月
に
入
っ
て
届
け
ら
れ
た
国
政
報
告

「
小
林
鷹
之
か
ら
の
手
紙
」（
第
５
６
号
）
に
、

小
林
氏
の
最
近
の
所
信
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

会
員
の
皆
様
の
参
考
に
な
る
か
と
思
い
、
お

許
し
を
得
て
、
以
下
に
転
載
す
る
。 

 

「
第
二
次
岸
田
内
閣
発
足
」 

 

総
選
挙
が
終
了
し
、
１
１
月
１
０
日
に
第

二
次
岸
田
内
閣
が
発
足
。
引
き
続
き
、
経
済

安
全
保
障
担
当
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
科
学
技
術
、
宇
宙
政
策
）
を
拝
命
し
、

公
務
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

十
月
の
総
選
挙
は
、
私
に
と
っ
て
こ
れ
ま

で
の
三
回
の
選
挙
と
は
大
き
く
異
な
り
、
大

臣
公
務
と
全
国
の
選
挙
応
援
の
た
め
、
初
日

の
出
陣
式
を
含
め
、
私
本
人
が
地
元
に
殆
ど

入
れ
な
い
中
で
の
苦
し
い
選
挙
戦
で
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
皆
様
に
支
え
て
頂
い
た
お

蔭
で
、
１
５
万
３
０
１
７
票
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
国
約
３
０
０
あ
る
小
選
挙

区
の
中
で
上
位
６
番
目
と
な
る
得
票
数
。
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
国
民
の
皆
様
の
た

め
に
公
務
に
邁
進
す
る
と
共
に
、
国
政
の
立

場
か
ら
地
元
の
課
題
に
つ
い
て
も
取
り
組
み

ま
す
。 

  

今
回
の
手
紙
で
は
、
私
が
拝
命
し
た
担
務

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

【
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
】 

 

岸
田
内
閣
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
ポ
ス
ト
。

「
初
代
大
臣
」
と
な
り
ま
す
。
経
済
安
全
保

障
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、「
経
済
面
か
ら
国

の
独
立
、生
存
及
び
繁
栄
を
確
保
す
る
こ
と
」

で
す
。 

 

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
マ
ス
ク

や
医
療
用
器
具
の
供
給
網
の
脆
弱
性
や
、
国

産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ

な
ど
へ
の
対
策
、
国
際
社
会
の
関
心
事
で
あ

る
半
導
体
の
確
保
策
や
先
端
技
術
・
デ
ー
タ

の
海
外
流
出
の
防
止
策
。
こ
の
よ
う
な
直
近

の
課
題
に
加
え
、
日
本
が
世
界
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
国
に
な
る
た
め
の
政
策
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
他
国
の
動
向
に
右
往
左
往
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
わ
が
国
自
身
の
基
軸
と
な
る
考

え
方
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

（１）                     会報 習志野隊友  第 31号（令和 3年 12月 20日） 

 



ま
す
。
皆
様
の
日
常
生
活
や
命
を
守
り
、
わ

が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
私
自
身

が
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

ま
ず
は
、
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
法
整

備
を
急
ぎ
ま
す
。
先
日
、「
経
済
安
全
保
障
推

進
会
議
」と
い
う
閣
僚
ク
ラ
ス
の
会
議
体
と
、

内
閣
官
房
に
法
制
準
備
室
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
の
で
、
準
備
を
加
速
し
ま
す
（
な
お
、
同

準
備
室
の
看
板
は
、
私
自
身
が
気
持
ち
を
込

め
て
筆
を
執
り
ま
し
た
）。 

 

【
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
】 

 

岸
田
内
閣
の
成
長
戦
略
の
第
一
の
柱
が

「
科
学
技
術
立
国
」
の
実
現
で
す
。
真
鍋
淑

郎
先
生
に
よ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
な
ど
明

る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
置
か
れ

て
い
る
現
状
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

世
界
に
お
け
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
や
論
文
数

な
ど
あ
ら
ゆ
る
指
標
が
低
下
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

そ
の
原
因
の
一
つ
が
若
手
研
究
者
の
大
学

離
れ
。
研
究
資
金
や
ポ
ス
ト
が
な
い
た
め
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
者
の
人
件
費
や
最

新
の
機
器
の
導
入
な
ど
の
研
究
費
が
、
世
界

に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
、
前
述
の
ラ
ン
キ

ン
グ
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
研
究

の
成
果
は
、
数
年
で
効
い
て
出
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
数
十
年
か
か
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

研
究
費
に
も
継
続
性
が
必
要
で
す
。 

 

担
当
大
臣
と
し
て
は
、
１
０
兆
円
規
模
の

大
学
フ
ァ
ン
ド
を
速
や
か
に
立
ち
上
げ
、
そ

の
運
用
益
を
生
む
こ
と
に
よ
り
研
究
費
を
捻

出
し
、
世
界
に
伍
す
る
大
学
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

【
宇
宙
政
策
担
当
大
臣
】 

 

宇
宙
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
。
過
去
の
手
紙
に

も
記
し
た
と
お
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
、
天
気
予
報
、
衛
星
放
送
等
々
、
宇
宙

空
間
の
利
用
な
く
し
て
私
た
ち
の
生
活
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
日
帰
還
さ
れ
た

星
出
彰
彦
宇
宙
飛
行
士
と
は
国
際
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
時
、
交
信
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
既
に
、
米
国
な
ど
の
民
間
企
業
が
宇
宙
で

の
事
業
活
動
を
進
め
始
め
る
中
、
私
も
担
当

大
臣
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
含
む
日

本
企
業
が
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
て
い
く

ル
ー
ル
作
り
や
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

  

最
後
に
、
公
務
の
た
め
地
元
に
戻
れ
る
時

間
が
限
ら
れ
ま
す
。
皆
様
と
お
目
に
か
か
る

機
会
が
か
な
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
地

元
の
皆
様
に
国
会
に
送
っ
て
頂
い
て
い
る
こ

と
の
重
み
を
胸
に
刻
ん
で
、
仕
事
に
邁
進
し

ま
す
。「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
国
へ
」。
そ
の

強
い
思
い
を
持
っ
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

令
和
３
年
１
２
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

鷹
之 

お 

知 

ら 

せ 

な 

ど 

 

▽ 

新
入
会
員
の
紹
介
（
敬
称
略
） 

  

・
廣
田 

勲
（
陸
） 

大
久
保
二
丁
目 

 

・
土
屋
晃
一
（
陸
） 

鷺
沼
台
二
丁
目 

 

▽ 

会
員
の
ご
逝
去 

  

・
釜
井 

操
様 

 
 

香
澄
一
丁
目 

 

（
令
和
２
年
ご
逝
去
）（
細
部
時
期
不
詳
） 

  

ご
逝
去
を
衷
心
よ
り
悼
み
、
生
前
の
ご
厚 

誼
に
深
謝
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

▽ 

退
会
会
員
の
ご
連
絡
（
敬
称
略
） 

 

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
左
記
の
方
が
隊
友 

会
を
退
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご 

厚
誼
に
深
謝
し
、
今
後
の
ご
健
勝
ご
多
幸 

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
・
大
井 

哲
夫 

 
 

花
咲
二
丁
目 

 
 

（
９
月
ご
退
会
） 

 

▽ 

行
事
等
の
実
施
・
参
加 

  

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
不
安
が
払
拭
で
き
ず
、
こ
の
半
年
間

に
お
い
て
も
、
実
施
・
参
加
が
予
定
さ
れ
て

い
た
関
係
行
事
等
は
、
軒
並
み
、
中
止
、
延

期
、
あ
る
い
は
参
加
範
囲
を
限
定
し
て
の
実

施
と
な
っ
た
。当
習
志
野
支
部
に
お
い
て
も
、

６
月
に
予
定
し
て
い
た
令
和
３
年
度
支
部
総

会
・
懇
親
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
千
葉
県
隊
友
会
の
計

画
す
る
千
葉
県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
に
先

立
つ
境
内
清
掃
奉
仕
活
動
、
自
衛
隊
殉
職
隊

員
千
葉
県
追
悼
式
に
先
立
つ
下
志
津
駐
屯
地

「
鎮
め
の
庭
」
の
周
辺
整
備
奉
仕
活
動
は
例

年
ど
お
り
実
施
さ
れ
、習
志
野
支
部
か
ら
は
、

１
０
月
２
日
の
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
に
菊
地

聡
会
員
、
１
０
月
３
０
日
の
「
鎮
め
の
庭
」

周
辺
整
備
奉
仕
に
菊
地
聡
・
渡
邉
誠
也
の
２

名
の
会
員
が
参
加
し
た
。 

 ▽ 

行
事
等
の
今
後
の
予
定 

  

未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
不
安
が
払

拭
出
来
ぬ
状
況
に
鑑
み
、
例
年
実
施
さ
れ
て

き
た
関
係
諸
行
事
等
の
、
今
後
の
実
施
予
定

は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
毎
年
１
月
上
旬
恒
例
の
陸
自
第

一
空
挺
団
の
「
降
下
訓
練
初
め
」
行
事
に
つ

い
て
は
、
一
般
公
開
は
中
止
し
て
、
隊
内
で

の
年
頭
の
降
下
訓
練
の
み
を
執
り
行
う
旨
の

連
絡
を
、
既
に
い
た
だ
い
て
い
る
。 

  

末
筆
な
が
ら
、
支
部
会
員
各
位
に
は
、
感

染
対
処
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
十
分
ご
留
意
な

さ
れ
、
実
り
あ
る
日
々
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 
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